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COC 認証の取得による事業者のメリット 

・消費者など顧客の、環境問題への関心の高まりや木材のトレーサビリティへの需要に応える

ことができます。 

・森林減少対策が進む輸出市場への参加、認証材の調達が義務付けられる国際的なイベン

トや建築物等への材料・製品調達等、販路拡大の機会が得られます。 

・ロゴマークを表示することで、製品の差別化を図り、ブランド化を含めた販売戦略を展開す

ることが出来ます。 

・クリーンウッド法では、「森林認証及び COC 認証制度を活用した証明方法」が木材・木製

品の合法性の確認に活用できる（法改正後も同様の運用を検討）など、国内外において、

持続可能な森林管理と製品のサプライチェーンの信頼性が担保されます。 

・認証を軸とした、地域や事業体間のネットワーク化を促進することにより、供給体制の構築

が可能になるとともに、地域の活性化に貢献できます。 

・適切な森林管理に対する意識や施業技術の向上、製品の管理体制の強化等が図られるとと

もに、第三者の評価により継続的な改善が期待され、組織の体質強化に繋がります。 

・認証材を使用・販売することで、森林保護の支援や地球環境の保全に貢献でき、その取組

を外部に発信出来ます。 

・環境配慮姿勢や SDGｓ への取組をアピールすることができ、企業のイメージ向上に繋がり

ます。 
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COC 認証の取得の流れ 
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COC 認証の審査 
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管理のポイント 

グループ認証 
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上川管内のグループ認証「上川森林認証協議会」 
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